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例  言

1.本書は山梨県南アルプス市上八田に所在する「百々。

上八田遺跡」の発掘調査報告書である。

2.発掘調査 tよ畑地帯総合整備事業 白根地区農道 1

号線の建設事業に伴つて実施 した。

3.調査 tよ 平成 22年 8月 2日 から 9月 4日 、および

平成 22年 10月 18日 から 12月 24日 にかけて行い＼

実質調査日数は 575日 であつた。

4.調査範囲は本調査に先立って行われた試掘調査結

果に基づき、実質調査面積は 1360晒であつた。

5.調査は山梨県中北農務事務所の委託を受けて、南

アルプス市教育委員会が主体となつて行つた。発掘

調査に従事 したのは以下の方々である。

秋山高之助 飯室めぐみ 市ノ瀬政次

加藤由利子 小林素子 桜井理恵 清水勇希

真道みゆき 醍醐三郎 高畑美和 中川和哉

中澤 保 名取 茂 早川榮蔵 穂坂美佐子

山路宏美 山村隼人

6.整理調査は平成 23年度に行い＼以下の方々が参加

した。

飯室めぐみ 加藤由利子 小林素子

凡 例

遺構凡例

1 遺構の縮尺は調査区全体図 1/500、 遺構配置図

1/250＼ 竪穴住居址・土坑 1/40、 竃 1/20・ 1/40、 溝

1/40・ 1/80を 基本とした。同一挿図中の平面図に対

して断面図の縮尺を 2倍としたものがある。

2.遺構断面図中の「3235」 等の数値は標高を表 し、

単位′よメー トルである。

3.挿図中の北方位はすべて国家座標を基にした座標

北である。磁北 tよ 6° 10′ 西偏する。遺構挿図はす

べて座標北もしくtよ座標東を上に組んだ。

4.遺構断面図において、基本土層はスクリーン トー

ンで示 したが＼頻繁になる場合は省略した。これ以

外に用いた トーンは以下のとおり。

火床・焼土範囲 :|   |

撹     乱 :ク|工 Ⅲ、

5.本書において|よ、便宜上遺構に以下に示すような

略称を用いた。分類基準は以下のとおり。

SI(住居址)プランが方形又は方形に類する形状をとるもの。

P(ピット)柵列、掘建柱建物址の柱穴等、遺構に伴う坑。

SD(溝址)プランが溝状を呈するもの。

SK(上坑)土に穿たれた穴で上記以外のもの。

6.遺構の名称は、原則として種類別に確認順に付 し

たものを基本とするため、その所属時期＼位置と|よ

無関係である。

フ.土坑計測表の規模、標高の単位はrnである。

桜井埋恵 塩澤宏紀 高畑美和 中込夢実

新津大地 山路宏美

ア 本書の編集・執筆は田中大輔 (南 アルプス市教育

委員会 文化財課)が行つた。

8.本書に掲載した地図tよ国土地理院発行 4/25000「甲

府」。「ノ」ヽ笠原」、南アルプス市発行 1/10000「南アル

プス市全図」である。

9.発掘調査に伴う基準点の設定は昭和測量 (株 )、 本

報告書に使用した航空写真の撮影は (株 )ス カイサー

ベイ、出土遺物の実沢」および トレースの一部につい

ては (有)松風ツールアー ト、出土遺物の保存処理

については、 (財)山梨文化財研究所にそれぞれ委託

した。

10。 発掘・整理調査に際しては以下の諸氏・諸機関に

ご教示、ご協力を賜つた。記 して謝意を表する次第

である。(敬称略・50音順 )

山梨県教育委員会学術文化財課

山梨県埋蔵文化財センター

11.本書に関わる出土遺物ならびに写真・記録図面類

は南アルプス市教育委員会において保管している。

遺物凡例

1.遺物の縮尺 tますべて 1/3で示 した。

2.土器等回転体に近い遺物の実測に際しては四分害」

法を用い、遺物の右前半 1/4を切 り取つた状態で左

側 1/2に外面＼右側に 1/2に断面及び内面を記録した。

残存状況によつては遺物の中心を算出し、180° 回転

して作図 した。また、状況によつては外形・断面等

を任意の回転で付 したものもある。

3.須恵器 tよ 断面を黒く塗 りつぶ した。灰釉陶器は断

面にスクリーン トーンを施 した。これ以外に用いた

トーンは以下のとおり。

黒色処理 引   1   炭化物の付着 :   |

施釉範囲 ■十●
:il

4.回転林にならない遺物、また破片資料であるため

推定径の算出不能な土器の実測に際してtよ、側面 (断

面)を中心に左側に外面、右側に内面を示 した。拓

影図に関しても同様の作図に依つた。

5,遺物観察表 lcおける計測単位はすべて cmである。

また、括弧で示 した計沢」値は＼推定値若 しくは残存

最大値である。

6.遺物の色調について
'よ

、農林水産省農林水産技術

会議事務局監修 財団法人日本色彩研究所色票監修

『新版 標準土色帳』に準拠して付与した。

ア.挿図中の遺物番号と写真図版＼遺物観察表中の遺

物番号は一致する。
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第 1章 調査に至る経緯と経過

議離―節 .調査に至る経緯

平成 21年 9月 8日、南アルプス市教育委員会は、

南アルプス市上八田地内における畑地帯総合整備事

業白根地区の農道 1号線建設に際して、山梨県中北

農務事務所長から埋蔵文化財の有無について照会を

受けた (中北農第 2243号 )。

これを受け、南アルプス市教育委員会は平成 21

年 9月 15日 ～ 17日 、当該計画予定地内の埋蔵文

化財の有無を確認するため、文化財保護法第 99条

第 1項に基づく試掘確認調査を実施した。

その結果、平安時代前半の遺構・遺物の検出を

確認。平成 21年 9月 28日、工事着工に際しては、

埋蔵文化財について記録保存等保護措置が必要な

旨、結果を山梨県中北農務事務所長に回答した (南

ア教文 9-23号 )。

これに基づき、南アルプス市教育委員会と山梨県

中北農務事務所は、本調査を行うべき範囲について

協議し、最終的な本調査予定範囲の確定のため 11月

24日 に補足調査を実施 した後、平成 22年 6月 30

日に協定書を締結し、後述の日程で埋蔵文化財の記

録保存を目的とした発掘調査を実施するに至った。

鰯 ,.調査の方法

調査に際してはグリッド法を用い、調査予定地を

カバーするように 5mメ ッシュを基本とする国家座

標Ⅷ系に即したグリッドを設定した。基準点の設置

はGPSに 拠った。

調査は重機により表土を除去した後、人力により

確認面を精査し、遺構確認作業を行なった。表土か

ら遺構確認面までの深さは概ね 30～ 50 c m程で

あった。

竪穴住居址の調査に際しては原則として四分割法

を採 り、 2本の直交するセクションラインを設定、

市松模様状に土層観察用のベル トを残して覆土を除

去 した。土層観察用のベル トは土層断面図を 1/

20で作成後取 り除いた。遺構平面図は主に光波測

量による遺構測量システムにより、 1/20で 作成

した。竃についても同様としたが、一部ラジコンヘ

リコプターによる空中写真測量により補完した。

土坑については覆土を三分割し、まず半分の覆土

を除去した。その後、覆土の半裁によって生じた覆

土断面の観察を行ない、土層断面図を 1/20で作

成した後完掘した。また、必要に応じてエレベーショ

ン図を 1/20で作成した。平面図の作成要領は竪

穴住居址と同様である。正し、土層の観察、平面図

の作成後に土層断面図・エレベーション図の作成を

行わず、遺構の出土レベルを記録してこれに替えた

場合もある。溝に関しては土坑に準じて処理した。

議臨節 ―.調査の経過

調査に際しては、便宜上調査区を 5区に分けて実

施した。調査地点の現況は、ブドウ畑・カキ畑・サ

クランボ畑といった果樹園であったが、調査はまず、

既に果樹等の撤去が終了していた 1区並びに 3区か

ら着手 した。両区の調査は、平成 22年 8月 2日 に

開始し9月 4日 に終了した。

調査の開始にあたり、 8月 3日 には文化財保護法

第 99条第 1項に基づく発掘調査に着手した旨、山

梨県教育委員会に報告した (南ア教文第 8-8号 )。

1・ 3区の調査終了後、他の調査区についてはブ

ドウ、カキ等の収穫を待ち、果樹の伐採、ブドウ棚

の撤去を行った後に調査を実施することとし一旦機

材等を撤収した。なお、この間を利用し、基礎的な

図面の整理作業等を実施している。

残る調査区のうち、 4区ならびに 5区の調査は、

ブ ドウの収穫、ブ ドウ棚の撤去を待って 10月 18

日に着手した。その際、遺構を精査したところ、 5

写真 1 調査風景
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区の北半で遺構の検出が途絶えたため、これ以北の

試掘確認調査で遺構・遺物が検出されていないこと

に鑑み、 5区北半以北の調査は行わなかった。

これと平行して、これまで果樹により試掘調査の

行えなかった 2区において確認調査を行ったとこ

ろ、明確な遺構の検出がみられず、この部分につい

ては、試掘 トレンチにおいて土層堆積状況を記録し

調査終了とした。

4・ 5区の調査は、12月 24ま で継続 し、同日

終了した。

後述するとおり、今回の調査において最終的に検

出された遺構・遺物は以下のとおりである。

出土遺構 :平安時代前半 竪穴住居址 16軒

平安時代前半 溝 5条

平安時代前半 土坑 19基

出土遺物 :平安時代前半 土師器・須恵器 。鉄製

品 (刀子、紡錘車等)

調査終了後、平成 22年 12月 27日 には、山梨

県教育委員会に終了報告をおこなうとともに、遺

物保管証の提出をおこなった。 (南ア教文第 1223

号)、 また同日南アルプス警察署長に対 し、遺失物

法第 4条第 1項に基づく届出をおこなった。

その後、 1月末まで、機材の撤収、洗浄、出土遺

物の整理確認作業等を実施した。

整理調査は平成 23年度実施 し、本報告書の刊行

に至った。

2 山梨県 南アルプス市教育委員会

写真 2 調査風景
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第 2章 遺跡の立地と環境

継 面 i遠跡の立地

本遺跡は、平成 15年 4月 1日 、山梨県の釜無川 (富

士川)右岸地域 6町村が合併して誕生した南アルプ

ス市に立地する。市の総面積 264.06平 方 km、 領

域は東西 29,6km、 南北 11.8kmの 範囲に広が

り、山梨県の総面積の約 5,9%を占める。市の東端は、

釜無川左岸に占地する市域の飛地部分にあり、西端

は、大仙丈ケ岳 (2975m)であり長野県に接する。

市の北端は、駒津峰 (2752m)付近で、南端は、

釜無川に滝沢川、坪川等が合流する地点となる。市

の最高点は北岳山頂の 3193m、 最低点は市の最南

端にあたり標高約 241mを測る。

市の領域は甲府盆地における釜無川 (富士川)右

岸地域のほぼ全てを占める。これは、概ね山梨県の

最西部、所謂峡西 (き ようさい)地域、西郡 (に し

ごおり)地方などと呼称されてきた地域に相当し、

町村合併以前より地形的にも文化的にも一体的に捉

えられてきた地域といえる。

市域西部は、国内第 2位の標高 (3193m)を誇

る南アルプス連峰 (赤石山脈)の主峰北岳を擁し、

その前衛である巨摩山地を含め急峻な山岳が卓越す

る。また、櫛形山を中心とした巨摩山地と南アルプ

ス連峰との間には、所謂「糸魚川 ―静岡構造線」が

市域を縦断する。

市域東半は、これら急峻な山岳を流下してきた河

川の営為によって形成された複合扇状地が発達す

る。その中でも、御勅使川の河川作用によって形成

された御勅使川扇状地は、日本有数の扇状地として

著名である。市域の東辺は一部対岸に飛地を有する

が、概ね釜無川に画され、これら巨摩山地由来の複

合扇状地群が到達し得なかった市域南東辺には、釜

無川の氾濫原がひろがっている。

本遺跡が占地する御勅使川扇状地は、面積約

4000ha、 東西約 7.5km、 南北約 10kmに 及び、そ

の規模と美しい扇形から日本有数の扇状地として知

られる。この広大な扇状地上、砂礫の厚く堆積した

その扇央部は地下水位が極端に低く、砂礫土壌で排

水がよいため、古来から俗に「月夜でも焼ける」と

いわれるほどの広大な旱魃地帯を形成してきた。

扇状地の西辺は、南アルプスの前衛、巨摩山地に

よって規定され、東辺はその時々の釜無川の流路と

せめぎ合う。

御勅使川は、その流路を変遷し、現在は扇状地の

北辺に沿 うように東流 しているが、歴史的に見れ

ば、扇頂を視点としてダイナミックな流路の変遷が

あったことが明らかとなってきており、現在も扇状

地の上にはいくつかの旧川道を確認することができ

る (今福 2004a)。

遺跡の立地する南アルプス市上八田は、隣接する

南アルプス市徳永や榎原の一部とともに、古代の御

勅使川本流であったとされる、いわゆる 【御勅使川

南流路】と、武田信玄の治水伝説が残 り、近代まで

河道 として機能 していた、いわゆる 【前御勅使川】

とに挟まれた広大な中州状の空間に占地する。この

領域の東辺は、御勅使川扇状地を釜無川が浸食して

できた侵食崖に画され、釜無川氾濫原と御勅使川扇

状地上との比高は約 20mに及ぶ。このように周囲

を河川 。河道に囲まれた上八田、および崖線上に位

置する部分の徳永、榎原は、地理的にも歴史的にも

ひとまとまりの地域としてとらえることができる。

この領域の東端からは、縄文時代後期および古墳

時代後期～奈良時代の集落跡が発見されており、ま

だ水田を志向しない時代、または集落の規模が小規

模な場合にあっては、崖線下の水場に湧水を汲みに

写真3 タイの椎骨

百々 。上八田遺跡 (縄文時代後期)
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いくことができれば、御勅使川の流路からはずれ、

釜無川の浸食崖の上に立地するこの領域は、水害に

遭い難い、当時の人々にとってはむしろ安定して集

落の営める場所だったといえる。

釜無川の浸食崖に沿った 上八田下村遺跡①
※
や上

八田堂前遺跡②では、古 くから縄文時代前期の配石

遺構や遺物が出土することが知られてきた。近年の

調査でも、同領域の東端に位置する徳永・御崎遺跡

④・③から、縄文時代後期の遺物や配石遺構が検出

され、また百々・上八田遺跡の東端域からも個人住

宅の浄化槽設置に伴って実施された調査⑭により、

同じく縄文時代後期の配石遺構や敷石住居が検出さ

れており、この領域の東半域に広く該期の遺跡が分

布することが明らかとなっている。なお⑭地点の調

査では敷石住居に伴って海洋魚であるタイの椎骨が

発見され、先史時代の流通や地域間交流を考える上

で注目を集めた。

また、徳永。御崎遺跡の別地点③からは、釜無川 (富

士川)西岸地域では検出例の少ない、古墳時代後期

の集落址が検出されているほか、坂ノ上姥神遺跡⑥

では奈良時代の遺構・遺物が発見され、ここまで点々

と人の営みの痕跡をたどることができる。

その後、平安時代 (9世紀後半)になると集落は、

同領域において突如としてインフレーション的に展

開をはじめ、第 3図に示したとおり、榎原・天神遺

跡③や坂ノ上・姥神遺跡⑦をはじめとして、上八田

を中心とするこの領域のほぼ全域で該期の遺構や遺

物を見つけることができるようになる。

特に、甲西バイパス (中部横断道)の建設に伴っ

て行われた発掘調査⑤では、遺構が南北 840mの

範囲に途切れなく連なり、調査した範囲内だけでも、

平安時代の竪穴住居址 253軒、そのほか掘立柱建

物址、溝跡など多 くの遺構、また土器などのほか、

緑釉陶器、鉄製品、鉄滓、錘、銅鏡 (八稜鏡)といっ

た多彩な遺物が発見され、古代甲斐国でも屈指の大

遺跡であることが明らかとなっている。

さらに、この調査では 100頭を越すと推定され

る牛馬骨が発見され、中には馬が丁寧に埋葬された

状態で発見されるなど注目を集めた。この地域には、

高尾穂見神社の男神鏡像の銘文から、遅 くとも中世

には成立していたことが明らかとなる「八田牧 (は っ

※ 番号は第3図にプロットした調査地点の番号に対応する。峡下同様。

6 山梨県 南アルプス市教育委員会

写真4 木造十一面観音立像

(長谷寺 平安時代)

写真 5 男神鏡像

(高尾穂見神社 鎌倉時代)

天福元年 (1233)の 銘とともに、「八田御牧ゴ解罰豹 とみえる
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たのまき)」 と呼称された「牧」が設けられていた

ことが知 られるが、八田牧の先馬区けとなるような

施設の中核をなすような集落のあり方が注目され

た。

なおこのような、領域の平安時代の隆盛を示す

ように、領域の中心 という象徴的な位置には、現

在も長谷寺の木造十一面観音立像 (H世紀)が安

置されている。

今回、発掘調査を行った範囲は、甲西バイパス

地点の南東約 550mに位置する。調査地点の標高

は概ね 324mを測 り、現在本調査区との比高 3m

程の谷状の地形 として確認できる古代の御勅使川、

所謂御勅使川南流路に南面する。後述するように、

今回の調査では、平安時代の集落が 9世紀前半か

ら半ばに出現し、少なくとも 10世紀後半まで継続

することが明らかとなった。検出された領域 と遺

構の時期に鑑みれば、このような本遺跡のあ り方

●||:| |

今回の調査実施以前、遺跡の現況はブドウ、カキ、

サクランボを栽培する果樹畑であった。

そのため、表土は、所によって耕土の入れ替えや

客土が行なわれ、剪定した枝などを焼却するために

穿たれた穴によって撹乱される。またブドウ畑では、

設置したブドウ棚の支柱を固定するために地中深く

埋設されたアンカーによる撹乱が多く見られた。

今回の調査区によって確認された基本層序は下図

のとおりである。第 I層 とした表土および近年の撹

乱土層下に第Ⅱ層とした灰褐色土が堆積する。通常

本遺跡周辺では、この直下に暗褐色～黒褐色を呈し、

古代の遺物を包含する土層が確認できる場合が多い

が、今回の調査区では一部を除き安定的な堆積が見

写真 6 土坑から発見された4体の馬

(百々遺跡 甲西バイパス地点 平安時代)

山梨県埋蔵文化財センター (2002)

は、おおむね甲西バイパス地点と同様といえるが、

御勅使川南流路は本遺跡が営まれた時期には、ま

さに御勅使川の本流であったことが指摘されてお

り (今福 2004a)、 本遺跡が同流路の存在を意識 し

て選地されたことをうかがわせる。

られず、下に例示した部分のように全く確認できな

い個所も多くあった。ただし、今回検出された遺構

覆土の主体は、基本的にこの黒褐色系の土層を出自

とするものに占められる。

次に堆積する第Ⅲ層とした鈍い黄褐色粘質土層上

面が今回の調査の遺構確認面となっている。本層下

には第Ⅳ層とした砂礫と褐色上の混和層～砂礫層が

堆積するが、第Ⅲ層の堆積も特に調査区 4区南半か

ら以南では不安定となり、この部分では第Ⅳ層上面

が遺構確認面となっている。調査区では、南面する

御勅使川の旧河道 (御勅使川南流路)に向け 5～ 1

区へと順次標高を下げ、 1層以南 (=旧河道)にお

いては、現在も表層から砂礫層となる。
324.5

1 盛土および近年の撹乱土層

産計毒  ※覆土は暗褐色から黒褐色土を主体とする

0           (1/40) 2m

Ⅲ 鈍い黄褐色粘質土

IV 砂礫と褐色上の混和層～砂礫層

H 灰褐色土

8 山梨県 南アルプス市教育委員会

第4図 基本層序

323.0



第 3章 検出された遺構と遺物

第 1節 竪穴住居址 (SI)

S101 3区 、 x=38790.3、 y=-1838.6を

中心に検出された。遺構の北西隅を撹乱により失う

が、他の遺構とは切り合い無く単独で存在する。主

軸をN-101° 00′ 一 Eに とり、確認面での規模は

東西 3,74m、 南北 3.80mを測る。床面における

規模は、東西 3.36m、 南北 3.58m。 床面に貼床

や顕者な硬化面は認められない。確認面から床面ま

での深さは 0.25m、 床面標高は 323.10mを 測る。

竃は、住居址南東隅において 1基確認され、規模は

主軸方向 O,77m、 横幅 1,79mを 測る。覆土は自

然堆積で 3層に分けられる。遺物の総量は少ない。

竃付近から検出した甕、羽釜のほか杯を図示 した。

今回の調査範囲で検出された中では、最も新しい様

相を呈し、唯-10世紀後半代の年代が与えられる。

S102 4区 、 x=387642、 y=-1838.3を

中心に検出された。切 り合い無 く単独で存在する。

主軸をN-82° 00′ 一 Eに とり、大部分が調査区外

にあるが、確認面での規模は東西 0.88m以上、南

北 3.12mを測る。床面における規模は、東西 062

m以上、南北 2,99m。 床面に貼床や顕者な硬化面

は認められない。確認面から床面までの深さは0.20

m、 床面標高は 323.32mを 測る。竃は、住居址東

壁南寄 りにおいて 1基確認され、規模は主軸方向

0,78m、 横幅 0.96mを 測る。また竃右側には浅い

皿状のピット (P01)を有する。覆土の最下層は、

竃の崩壊によって生じたと推察される火床由来の焼

土を主体 とした層が広範に堆積する。竃右脇 P01

から、甕 2個体以上が集中して検出された。図示し

得るような杯類は検出されなかった。

S103 4区 、 x=387510、 y=-1837.2を

中心に検出された。切 り合い無 く単独で存在する。

主軸をN-92° 00′ ― Eに とり、遺構西半が調査

区外にあるが、確認面での規模は東西 2.00m以上、

南北 3,26mを測る。床面における規模は、東西 1.68

m以上、南北 3.00m。 床面に貼床や顕著な硬化面

は認められない。確認面から床面までの深さは 0.21

m、 床面標高は 32331mを 測る。竃は、住居址東

壁南寄 りにおいて 1基確認され、規模は主軸方向

102m、 横幅 1.14mを測る。また竃右側には浅い

皿状のピット (P01)を有 し、全体に周溝が廻る。

覆土は自然堆積で 5層に分けられる。遺物の総量は

少なく、破片資料が多い。

S104 4区 、 x=-38770.9、 y=-18345を

中心に検出された。切 り合い無 く単独で存在する。

主軸をN-87° OO′ 一 Eに とり、確認面での規模は

東西 290m、 南北 328mを測る。床面における

規模は、東西 2.87m、 南北 3.24m。 確認面から

床面までの深さは 005m、 床面標高は 323.33m

を測る。床面は地山の礫混層で平坦でなく、硬化面

等も認められない。竃は、住居址南東隅付近におい

て 1基確認され、規模は主軸方向 0,92m、 横幅 152

mを測る。遺構の遺存状況が悪く、遺物は少ない。

S105 4区 、 x=38766.5、 y=-1833.6を

中心に検出された。切 り合い無 く単独で存在する。

主軸をN-103° 30′ ― Eに とり、確認面での規模

は東西 3.13m、 南北 2.64mを測る。床面におけ

る規模は、東西 2.97m、 南北 244m。 確認面か

ら床面までの深さは 0,09m、 床面標高は 323.32

mを測る。床面に貼床や顕著な硬化面は認められな

い。竃は、住居址南東隅付近において 1基確認され、

規模は主軸方向 1.14m、 横幅 1.36mを 測る。覆

土は自然堆積で 4層に分けられる。遺物の総量は少

ない。

S106 4区 、 x=38715.2、 y=-1833,7を

中心に検出された。S113及 び SK06に 切 られる。

主軸をN-86° 00′ 一 Eに とり、確認面での規模は

東西 2.92m、 南北 2.97m以上を測る。床面にお

ける規模は、東西 2,77m、 南北 2.69m。 確認面

から床面までの深さは 0.34m、 床面標高は 32322

mを測る。床面に貼床は認められないが、付近を中

心に顕著な硬化面が認められる。竃は、住居址東壁

南寄 りにおいて 1基確認され、規模は主軸方向 1.05

百 ・々上八田遺跡 9



m、 横幅 126mを測る。覆土は自然堆積を呈 し、

覆土上半には基本層の流入が看取される。竃火床か

ら図示した甕が出土したほか、南側周壁沿いで須恵

器杯 2個体が検出された。

5107 4区 、 x=38721,9、 y=-18347を

中心に検出された。S115を切る。主軸をN-83°

00′ ― Eに とり、遺構西半が調査区外にあるが、確

認面での規模は東西 2.60m以上、南北 4.38mを

測る。床面における規模は、東西 2.10m以上、南

北 4.22m。 確認面から床面までの深さは 0.26m、

床面標高は 323.34mを 測る。床面に貼床や顕著な

硬化面は認められない。竃は、住居址東壁南寄 りに

おいて 1基確認され、規模は主軸方向 143m、 横

幅 1.15mを測る。遺構の北東隅において不明瞭 /A‐

がら周溝状の落ち込みを確認できる。また、竃左袖

外側に、半円形の突出部が認められる。本址と切 り

あう土坑であった可能性も指摘できる。覆土は自然

堆積で 4層 に分けられる。S115を切るため、覆土

に本址よりやや古い様相の破片群が混入する。

S108 4区 、 x=38727.6、 y=-1833.5を

中心に検出された。S109に切 られ、S114を切る。

主軸をN-87° 00′ 一 Eに とり、確認面での規模は

東西 4,99m、 南北 4.32mを測る。床面における

規模は、東西 4.46m、 南北 3.88m。 確認面から

床面までの深さは 0.38m、 床面標高は 323.Hm

を測る。床面に貼床は認められないが、竃周辺を中

心に顕者な硬化面が認められる。竃は、住居址東壁

南寄りにおいて 1基確認され、規模は主軸方向 134

m、 横幅 1.10mを測る。竃右側に、浅い皿状のピッ

ト (P01)を有するほか、本址床面において、いく

つかのピット(P02～ 04)を確認することができる。

浅い周溝を南壁に沿って検出した。また、本址北壁

付近で、一部被熱した床面が検出されている。なお、

当地域の該期の竪穴住居址においては、竃右側 (=

住居址南東隅)に浅い皿状のピットを伴うことが多

いが、本址においては、このピット (P01)の西端

にさらに 2基の小穴を伴うことが特出される。遺構

覆土は自然堆積で 5層に分層できる。遺物は、竃右

脇から住居址南壁沿って集中して検出された。多く
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は、出土状況写真に示したとおり、想定される所謂

棚状遺構や壁外屋内空間から「転落遺棄」されたよ

うな状況であることが看取される。

S109 4区 、 x=-387295、 y=-1835,3を

中心に検出された。S108及 び S114を切 り、SD04

に切 られる。主軸をN-91° 00′ 一 Eに とり、遺

構西半が調査区外にあるが、確認面での規模は東西

2.50m以上、南北 4.20mを測る。床面における規

模は、東西 2.44m、 南北 4.00m。 確認面から床

面までの深さは 025m、 床面標高は 323.36mを

測る。床面に貼床や顕著な硬化面は認められ/1-い 。

竃は、住居址東壁南寄りにおいて 1基確認され、規

模は主軸方向 1.12m、 横幅 140mを測る。遺構

覆土は自然堆積で 3層に分けられる。遺構の遺存状

況が悪いためか、遺物の総量は少ない。

S110 5区 、 x=-387003、 y=-1828,7を

中心に検出された。検出された範囲では切り合い無

く単独で存在する。主軸をN-82° 30′ ― Eに と

り、遺構の大部分が調査区外にあり、確認面での規

模は東西 1,02m以 上、南北 3.60mを測る。床面

における規模は、東西 O.90m以上、南北 323m。

確認面から床面までの深さは 0,35m、 床面標高は

323.12mを測る。床面に貼床や顕著な硬化面は認

められない。電は、調査区外にあるものと推察され

検出されなかった。本址西壁から南壁に沿って不明

瞭/A―がら周溝を検出した。覆土は自然堆積で 5層に

分けられる。主要 /d‐部分が調査区外にあるため杯 1

点、鉄製品 1点を図示したに留まる。

S111 4区 、 x=387419、 y=-1834.1を

中心に検出された。S112、 S116、 SK04、 SK05を切る。

主軸をN-3° 00′ 一 Eに とり、確認面での規模は

東西 2,70m、 南北 260mを測る。床面における

規模は、東西 2.58m、 南北 250m。 確認面から

床面までの深さは 0.09m、 床面標高は 32336m

を測る。床面に貼床や顕著 /d―硬化面は認められない。

竃は、住居址北壁中央付近において 1基確認され、

規模は主軸方向 1.43m、 横幅 1.12mを 測る。遺

物は竃付近を中心にまとまって検出される。



S 1 1 2  4区、 x=-38739.2、  y=-18339
を中心に検出された。SI Hに 切 られ、S116及 び

SK05を切る。主軸をN-91° 00′ ― Eに とり、確

認面での規模は東西 3.10m、 南北 2.80mを 測る。

床面における規模は、東西 299m、 南北 2.74m。

確認面から床面までの深さは 019m、 床面標高は

323.28mを測る。床面に貼床や顕著な硬化面は認

められない。竃は、住居址南東隅において 1基確認

され、規模は主軸方向 0,78m、 横幅 0.92mを測る。

遺構覆土は自然堆積で 3層に分けられる。遺物の総

量は少なく、破片資料が主体となる。

S113 4区 、 x=387146、 y=-1834.9を

中心に検出された。S106を切る。主軸をN-86°

00′ 一 Eに とり、遺構の大部分が調査区外にあるが、

確認面での規模は東西 1.06m以 上、南北 1.60m

以上を測る。床面における規模は、東西 0.83m以上、

南北 1.46m以上。確認面から床面までの深さは0,14

m、 床面標高は 322.32mを測る。床面に貼床や顕

著な硬化面は認められない。竃は、住居址東壁南寄

りにおいて 1基確認され、規模は主軸方向 0,72m、

横幅 056mを測る。覆土は自然堆積で 6層に分け

られる。甕底部と 1・ 2と して示した杯が、本址南

東隅付近から転落したような出土状況を呈す。

S114 4区 、 x=-38729,0、 y=-1836.2を

中心に検出された。S108、 SЮ 9、 SD04に切られる。

主軸をN-92° 00′ ― Eに とり、遺構の大部分が調

査区外にあり、また他の遺構に切られ判然としない

が、確認面での規模は東西 1.24m以上、南北 2.88

mを測る。床面における規模は、東西 1.15m以上、

南北 2,70m。 確認面から床面までの深さは0.15m、

床面標高は 323.20mを測る。床面に貼床や顕著な

硬化面は認められ /d― い。竃は、他の遺構に切られる

ためか、確認し得なかったが、床面においてピット

3基を検出した (P01～ 03)。

この内 P01か らは焼土の混和 した粘質土ととも

に、土師器杯が複数破砕 し、上部に径 20cm程の礫

が乗せられた状態で検出されている。遺構覆土は自

然堆積で 2層 に分けられる。P01出 上の遺物 2点

を図示した。

S115 4区 、 x=387237、 y=-1834.4を

中心に検出された。S107に 切られる。主軸をN―

88° 00′ ― Eに とり、遺構の一部が調査区外にある

が、確認面での規模は東西 3.49m以上、南北 3H
mを測る。床面における規模は、東西 3.38m以上、

南北 2.94m。 確認面から床面までの深さは0.40m、

床面標高は 323.12mを 測る。床面に貼床は認めら

れないが、竃周辺を中心に顕著な硬化面が認められ

る。竃は、住居址東壁中央付近において 1基確認さ

れ、規模は主軸方向 172m、 横幅 1.20mを測る。

竃の煙道は本址外に O.8m程延びる。煙道の側壁に

は顕著に被熱の痕跡がみられるが、煙道の底面では

被熱して土壌が赤変した状態はほとんど看取できな

い。また、煙道の先には、本址竃に伴うと推察され

る径 0.25m、 深さ 006m程の規模で、覆土に焼土、

炭化物を含有するピットが 1基検出される。このよ

うな煙道と浅いピットの関係は、平成 16年に調査

が実施された本遺跡の別地点において検出事例があ

る (南 アルプス市教育委員会 2005)。 周溝は調査

区南壁に沿って一部確認された。また、竃の右側に

は、棚状の施設を確認することができる。電左側に

ついては、半円形のプランを有するやはり棚状の施

設が確認できるが、こちらについては、S107のケー

ス同様、本址と切りあった土坑であった可能性も指

摘できる。遺構覆土は自然堆積で 8層に分けられる。

遺物は電周辺において集中して検出される。今回の

調査範囲で検出された中では、もっとも古い様相を

呈する遺構のひとつであり、 9世紀前半から中ばの

年代が与えられる。

S 1 1 6  4じ至、 x=-38741.30、  y=-1830,90
を中心に検出された。SI H及 び S112に切られる。

主軸をN-89° 00′ 一 Eに とり、確認面での規模

は東西 2.42m以上、南北 2.99mを測る。床面に

おける規模 は、東西 2.38m以 上、南北 289m。

確認面から床面までの深さは 0.18m、 床面標高は

323.26mを測る。床面に貼床や顕著 /d‐硬化面は認

められない。電は、住居址東壁南寄 りにおいて 1基

確認され、規模は主軸方向 1.40m、 横幅 0.74m

を測る。竃の右袖脇には、解体された竃の構築材と

推察される礫が集積される。また竃左袖外側におい
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て長径 065m、 短径 079m、 深さ 0.13m程の精

円形のピット (P01)を 1基検出した。遺構の遺存

状態はらずしもよくないが、出土状況写真に示した

とおり、竃周辺から多くの遺物が出土した。

第 2節 溝 (SD)

SD01 1区 南端付近、x=38850,6、 y=-1839,1

からx=38888.0、 y=-18451にかけて検出された。

検出された範囲では他の遺構と切り合わない。主軸

は、N-78° 30′ ―Wを とり、確認された規模は

長さ 6.20m、 幅 0.39m、 深さ 017mで、最深部

の底面標高は 32274mを測る。断面 U字状を呈し、

覆土は砂礫を多く含む暗褐色粘質土に占められる。

平安時代の土師器片が検出されたが小片のため図示

し得なかった。

SD02  1区 南端付近、 x=-388893、  y=-18392

を中心に検出された。検出された範囲では、他の遺

構と切 り合わない。主軸は、ほぼ東西方向をとり、

確認された規模は長さ4.20m、 幅 259m、 深さ0.30

mで、最深部の底面標高は 32335mを 測る。断面

は浅い U字状を呈 し、覆土は黒褐色粘質土を主体

として 2層に分けられる。遺物は検出されなかった。

SD03 1区 調査区西壁に沿って、x=38853.8、

y=-1845,9か ら x=-38872.8、  y=-1845,9か けて検

出された。遺構の大部分が調査区外にあるものと推

察されるが、検出された範囲では他の遺構 と切 り

合わない。主軸は、検出された範囲ではほぼ南北方

向をとるものと推察され、確認された規模は長さ

18,76m、 幅 1.45m以上、深さ 0.80m程 で、最

深部の底面標高は 322.50mを 測る。覆土は、遺構

下半は水成堆積 と見 られる砂礫やシル トに占めら

れ、上半は砂礫を含む黒褐色土に占められる。底面

および側壁は、水流による侵食を受けたことが強く

看取され、一部オーバーハングしている部分等が確

認される。遺物は、10世紀前半を主体とする土師器、

須恵器片が主に覆土上半から検出されたが、小片の

ため図示し得なかった。

SD04 4区 中央付近、x=38730.4、 y=… 1834.9

か らx=387347、 y=1831.1に かけて検出され、
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S109を切 り、SK H。 15。 16・ 18に 切 られ、屈曲

しながら調査区を横切る。確認された幅は 032m、

深さ O07mで、最深部の底面標高は 32348mを

測る。遺物は検出されなかった。

SD05 4区 中央付近、x=38735.2、 y=-18309

を中心に検出された。検出された範囲では他の遺構

と切り合わ/d‐ い。主軸は、検出された範囲ではほぼ

東西方向をとるものと推察され、確認された規模は

長さ 0.88m、 幅 0.42m、 深さ 013mで、最深部

の底面標高は 323.36mを 測る。遺物は検出されな

かった。

第 3節 土 坑 (SK)

SK01 1区 、 x=3886.6、 y=-1843.0を 中

心に検出された。切 り合い無 く単独で存在する。形

状は不整形を呈し、検出された規模は東西 0.90m、

南北 2.29m。 確認面からの深さは 0.09m、 底面

標高は 322.81mを測る。断面形は不整な皿状の落

ち込みとして検出される。底面に顕著な被熱の痕跡

は認められないが、 2層に分けられる覆土には焼土

を含む。

SK02 4区 、 x=-387331、 y=-18373を

中心に検出された。遺構の大部分が調査区外にある

ものと推察されるが、検出された範囲では切 り合い

無く単独で存在する。形状は方形乃至長方形を呈す

るとみられ、検出された規模は東西 1.15m以上、

南北 1.88mを測る。底面は平坦で、硬化面等は見

られない。確認面からの深さは 0.27m、 底面標高

は 323.35mを 測る。

SK03 4区 、 x=-387181、 y=-1830.6を

中心に検出された。遺構の一部が調査区外にあるも

のと推察されるが、検出された範囲では切 り合い無

く単独で存在する。不整形を呈し、検出された規模

は東西 2.99m以上、南北 221mを測る。確認面

からの深さは0.29m、 底面標高は 323.27mを測る。

断面形は不整な皿状の落ち込みとして検出される。

底面に顕著な被熱の痕跡は認められないが、 4層に

分けられる覆土には焼土、炭化物を含み、特に遺構

東半では、底面に炭化物が層を成して検出された。



SK04 4区 、 x=387440、 y=-1835.3を

中心に検出された。遺構の一部が調査区外にあり、

SK05を切 りS111に切 られる。形状は長方形を呈

するものと推察され、検出された規模は東西 4.00

m以上、南北 221mを測る。確認面からの深さは

0.20m、 底面標高は 32320mを測る。底面は北

半においてはほぼ平坦、南半においては南に向かっ

て傾斜する。硬化面等は認められ/d― い。

SK05 4区 、 x=-38740,7、 y=-18369を

中心に検出された。遺構の大部分が調査区外にある

ものと推察され、SK04・ SIH o S112に 切 られる。

形状は方形乃至長方形を呈するものと推察され、検

出された規模は東西 155m以上、南北 2.85m以

上を測る。確認面からの深さは 0,08m、 底面標高

は 323.35mを 測る。底面は平坦で、硬化面等は見

られない。

その他の上坑 検出されたその他の土坑の概要は以

下の表のとおり。

遺構名 位 置 形 状 長 軸 短 軸 深 さ 底面標高 切り合い 遺― 物

SK01 I区 不整形 229 090 009 32281 な し 土師器片

SK02 4区 長方形 ? 115以上 188 027 323.35 な し 土師器・須恵器

SK03 4区 不整形 2.99峡上 2.16 0.29 32327 な し 土師器

SK04 4区 長方形 ? 400以上 ジ^
と 020 32320

S111に切られ＼
SK05を切る

土師器・須恵器
鉄製品

（
）

レ
ヘ 4区 長方形 ? 1.55以上 285以上 008 323.34

S ll、  SH 2、  SK04
に切られる

土師器

SK06 4区 楕円形 0.88 0.69 0.47 32308 S106を切る 鉄滓

SK07 4区 楕円形 082 054 010 323,46 な し な し

SK08 4区 楕円形 0.64 0.56 0.57 32306 な し 土師器・須恵器片

SK09 4区 楕円形 088以上 064 053 32299 な し 土師器片

SK10 4区 円形 0,52 049 026 323.25 な し 土師器片

SKll 4区 円形 016 017 021 32331 SD04を切る 土師器片

SK12 4区 円形 012 011 002 323.54 な し な し

SK13 4区 円形 0.23 0,21 0,04 323.35 な し な し

SK14 4区 不整円形 075 060 042 32300 な し 土師器片

SK15 4医 楕円形 1.12以上 0,72 0,33 323.16 SD04を切る 土師器片

SK16 4区 円形 046 045 0.30 323.20 SD04を切る 土師器片

SK17 4区 楕円形 0.56 040 049 323.01 な し 土師器片

SK18 4区 円形 014 013 006 32343 SD04を切る な し

SK19 4区 楕円形 0.83 059 010 323.44 な し な し

第 1表 土坑計測表
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X=-38840 000

X=-38845 000

X=-38850 000

X=-38855 000

X=-38860 000

X=-38865 000

X=-38870 000

X=-38875 000

X=-38880 000

X=-38885 000
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1 土師器 蓋 (130)
体部の

1/4
緻密・

赤色粒子
良好 橙色 橙色

2 土師器 杯 (120) (59) 325 2//3
緻密

・赤色粒子
良好 褐色 褐色 底部回転糸切り未調整

3 土師器 甕
底部の

1/4 緻密 艮好
にぶい

赤褐色
褐色 底部木葉痕

4 土師器 可Σ台畠 (264) (54) 破片
緻密

・砂粒多含
良好

灰

色

暗

黄
赤色

5 土師器 甕 (260) (79)
口縁部の

1/4 緻密 良好 掲色 褐色

1 土師器 甕 (265) (206)
口～体部の

1/3 緻密 良好
赤

色

明

褐

にぶい

褐色

2 土師器 甕 底部 1/4 緻 密 良好
にぶい

赤褐色
赤褐色 底部木葉痕

3 土師器 甕 (278) (146)
口～体部の

1/4 やや粗 良好 橙色
赤

色

明

褐

1 土師器 杯 (13劾 破 片
緻密

赤色粒子
良好 橙色 橙色

2 土師器 杯 (140) 破片
緻密

・赤色粒子
良好

に疼ドい

橙色

にぶい

黄橙色

3 土師器 皿 (140) 破片
緻密

。赤色粒子
良好 橙色 橙色

S103 4 土師器 杯 146) 破片
緻密

・赤色粒子
良好

にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色

S103 5 土師器 杯 ¢動 破片
緻密

・赤色粒子
良好 橙色 橙色

6 灰釉陶器 碗 破片 緻密 良好 灰白色
灰オリ

ーブ色

S103 7 土師器 高台付杯 (641 (28) 破片
緻密

・砂粒多含
良好

にぶい

橙色
黒色 内黒・付高台

土師器 甕 (46) 破片 緻密 艮好 赤褐色 赤褐色

土師器 甕 (36) 破片
緻密

・砂粒多含
やや軟 赤褐色 橙色

杯と同質の胎土
・底部木葉痕

土師器 可∃全含 破片
緻密

・砂粒多含
良好

にぶい

黄橙色

にぶい

橙色

11 土師器 甕 (27.2) 破片
緻密

・砂粒多含
良好

にぶい

橙色
黒褐色

1 土師器 皿 (13働
口縁部の

1/3
緻密

・赤色粒子
良好

赤

色

明

褐

にぶい

赤褐色

2 土師器 杯 (134) 破片
緻密

。赤色粒子
良好 赤褐色 褐色

土師器 甕 (264) (36) 破片 緻密 良好 赤褐色
明赤

褐色

土師器 甕 (2541 (86)
口～体部の

1/4 緻密 良好 赤褐色 褐色

44 山梨県 南アルプス市教育委員会
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遺糖名 番号 種別 器種

計測値 (cm)

残存率 胎土 焼成

色調

整形//その他
口径

(長さ)

．離
蠅

器高

(厚さ)
外側 内側

1 土師器 杯 126 3/4 緻密
・赤色粒子

良好 橙色 橙色

5105 2 土師器 杯
口～体部の

1/4
緻密

。赤色粒子
良好 橙色

にぶい

橙色
口縁部にカーボン吸着

3 土師器 甕 破片 緻 密 良好
赤

色

暗

灰

赤

色

暗

灰

4 土師器 甕 (284) (34) 破 片 緻 密 良好
赤

色

明

褐
褐色

5 土師器 甕 (286) (79)
口縁部 1/

3
緻密 良好

に疼ヽし`

橙色

赤

色

明

褐

1 須恵器 杯
口～体部 1/
4・ 底部完存

緻密
・白色粒子

良好 灰色 灰色 底部回転糸切 り未調整

2 須恵器 杯 375
口～体部3/
4・ 底部完存

緻密
・白色粒子

良好 黄灰色 灰色 底部回転糸切り未調整

3 須恵器 里 (24) 破 片 やや粗 良好 黄灰色 黄灰色 口唇～内面自然釉

土師器 (60)
口縁部の

1/4 緻 密 良好
赤

色

暗

褐

に疼ミし`

赤褐色

5 鉄製品 不明 (57) 不 明

1 土師器 蓋
口～体部の

1/3 緻 密 艮好 橙色
にぶい

褐色

S107 2 土師器 llll 3//4
粗 。赤色粒子
含む 。径～ 1

mm台大の砂粒
を多く含む

軟質 橙色 橙色

S107 3 土師器 Elll

口～体部3/
4・ 底部完存

緻密
・赤色粒子

良好 橙 色 橙色
底部回転糸切り後外周

をヘラケズリ

4 土師器 杯 (144) 515
口～体 1/
3・ 底部完存

緻密
・赤色粒子

良好 黄橙色 赤色
内黒・底部全面ヘラケ

ズリ

5 須恵器 杯 (36)
口～体部の

1/3
緻密・赤色粒

子・黒色粒子
良好 灰色 灰 色

6 土師器 杯
口～体部 1/
2・ 底部完存

やや粗
・赤色粒子

良好 黄橙色 莞黄色 底部全面ヘラケズリ

ア 土師器 杯 (177) (47)
口～体部の

1//3
緻密

・赤色粒子
良好 橙色 橙色

8 土師器 甕 (140)
口～体部の

1/4 緻 密 良好
赤

色

明

褐
灰褐色

S107 9 土師器 甕 (48) )宣著Б2//3 緻密 良好
にぶい

赤褐
黒褐色 底部木葉痕

S107 土師器 甕 (66) 破 片 緻 密 良好 執
髄

にぶい

褐色

ロクロ成形・口縁部内面及

び外体部上半に帯】犬に炭化

物付着

鉄製品 紡錘車 破片

5107 鉄製品 不 明 破 片

I 土師器 杯 43 4//5 緻密
・赤色粒子

良好 橙色 橙色 底部全面ヘラケズリ

第 3表 遺物観察表 (2)
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遺構名 番号 種別 器種

計測値 (cm)

残存率 胎土 鰯

色調

整形/その他
口径

(長さ)

離
鰯

器高

(厚さ)

外側 内側

2 土師器 杯 112 45 385
口縁部の

1/4欠
緻密

・赤色粒子
良好

黄

色

明

橙
橙色 底部全面ヘラケズリ

3 土師器 杯 1135 415
口～体部3/
4・ 底部完存

緻密
・赤色粒子

良好
にぶい

黄橙色
橙色 底部全面ヘラケズリ

土師器 杯 (10D 44
口～体部 4/
3・ 底部完存

緻密

赤色粒子
軟質 橙色

黄

色

浅

橙
底部全面ヘラケズリ

S108 5 土師器 杯 123 415 2//3
やや粗

・赤色粒子
良好 橙色 橙色

底部回転糸切り後外周

をヘラケズリ

土師器 杯 109 41 ほぼ完存
緻密

赤色粒子
軟 質 橙色 橙 色 底部全面ヘラケズリ

7 土師器 杯 (118) 1/3 緻密

赤色粒子
良好 黄橙色

にスミしヽ

黄褐色
底部仝面ヘラケズリ

8 土師器 杯 114 44
口～体部2/
3・ 底部完存

やや粗・

赤色粒子・砂

粒多含

良好 黄橙色 黄橙色 底部全面ヘラケズリ

9 土師器 杯 1225 375 完存
粗・砂粒、赤

色粒子多含
良好 淡黄色

オリー

ブ黒色

内黒・底部調整摩減に

より不明

土師器 皿 (126) 1/3 緻密・赤色

粒子
良好 橙色 黄橙色 底部全面ヘラケズリ

土師器 杯 (127)
口～体部 4/
3・ 底部完存

緻密・赤色

粒子
良好

黄

色

浅

橙
橙色 底部全面ヘラケズリ

土師器 皿 (135)
口～体部の

1/3
粗・砂粒、赤

色粒子多含
良好

黄

色

浅

橙
灰 色 内黒

土師器 皿 1365 225 3//4
緻密・赤色

粒子
良好 黄橙色 橙 色 底部全面ヘラケズリ

土師器 皿 132 2//3 緻密・赤色

粒子
良好

黄

色

浅

橙
橙 色

底部回転ヘラケズリ・

口縁部にカーボン吸着

S108 土師器 高台付皿 1325 685 ほぼ完存
粗・砂粒、赤

色粒子多含
良好 淡黄色

オリー

ブ黒色
内黒・付高台

土師器 高台付皿 (13動
口縁部の

1/3欠
粗・砂粒、赤

色粒子多含
良好 淡灰色 暗灰色 内黒・付高台

17 灰釉陶器 碗 (159) 破片 緻 密 良好
オリー

ブ灰色

オリー

ブ灰色

土師器 高台付杯 (17) 底部 1/4 緻密
。赤色粒子

良好 灰褐色
オリー

ブ黒色

内黒・付高台 。見込み

に不整方向のミガキ

土師器 高台付杯 底部 1/2 緻密
。赤色粒子

良好 橙色 黄灰色
内黒・削出し高台・見込み

に不整方向のミガキ

S108 須恵器 杯 (22) 底部 1/3
緻密・白色粒

子・黒色粒子
やや軟 灰 色 灰 色 底部回転糸切り未調整

S108 須恵器 杯 48 (09) 底部完存
緻密・白色粒

子・黒色粒子
良好 灰色 灰色 底部回転糸切り未調整

土師器 蓋 (17)
つまみ部完

存

緻密

赤色粒子
やや軟

赤

色

明

褐

にぶい

掲色
計測値はつまみ部径

土師器 甕 (176) (55) 破片 緻密 良好 褐色 褐色

S108 土師器 甕 破片 緻 密 良好 赤褐色
赤

色

明

褐

第 4表 遺物観察表 (3)
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土師器 甕 (235) 似⊃ 破 片 緻 密 良好 橙色 褐色

土師器 甕 (252) (3働 破片 緻密 良好 橙色
に疼ドい

橙色

鉄製品 刀子か (65) 破片

鉄製品 不 明 (37) 破片

S108 鉄製品 刀子か (32) 破片

I 土師器 杯 (124) G動 1/2 緻密
・赤色粒子

良好 橙色 橙色 底部全面ヘラケズリ

S109 2 土師器 皿
口縁部の

1/4欠
緻密

。赤色粒子
良好

にぶい

黄橙色
橙色 底部全面ヘラケズリ

3 土師器 甕 (192) 149) 破 片 緻 密 艮 好
赤

色

明

褐

明赤

褐色

S109 4 鉄製品 不明 (82) 破片

1 土師器 杯 5 45
口～体部 4/
3・ 底部完存

緻密
・赤色粒子

良好 橙色 橙色 底部金面ヘラケズリ

2 鉄製品 毛抜き状 (59) 不明

1 土師器 杯 (130) 621 1//3
緻密

。赤色粒子
良好 橙色 橙色 底部全面ヘラケズリ

2 土師器 杯 535 ほぼ完存

やや粗・

赤色粒子・砂

粒夕含

良好 黄橙色 橙色 底部全面ヘラケズリ

3 土師器 皿 44
口縁部の

1/3欠
緻密

・赤色粒子
良好 橙色 橙色 底部全面ヘラケズリ

4 灰釉陶器 里 破片
緻密

・黒色粒子
良好 灰白色 灰白色

5 土師器 甕 (240) 6動 破片 緻密 良好
赤

色

明

褐

にぶい

赤褐色

6 土師器 甕 破 片 粗 良好 暗褐色 橙色

7 土師器 甕 破片 緻 密 良好
にパミい

褐色
橙色

土師器 甕 (340) (41) 破片 緻密 良好
にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色

1 土師器 杯 4
口～体郡 1/
4・ 底部完存

緻密
・赤色粒子

良好 橙色 橙色 底部金面ヘラケズリ

2 土師器 Elll 124 完存
緻密

・赤色粒子
良好 褐灰色

にぶい

橙色
底部全面ヘラケズリ

灰釉陶器 里 (39) 底部完存 緻 密 やや軟 灰白色 灰白色 付高台

土師器 甕 (140) 破片 緻密 良好
にえヽい

赤褐色

赤

色

明

褐

第 5表 遺物観察表 (4)
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遺構名 番号 重電】lJ 器種

計測値 (cm)

残存率 胎土 焼成

色調

整形/その他
日径

(長さ)
離
蠅

器南
(厚さ)

外側 内側

5 土師器 甕 (33) 破 片 緻 密 良好
赤

色

明

褐

にぶい

橙色
底部木葉痕

6 土師器 欽 88③ 破片 緻密 良好
赤

色

明

褐

赤

色

明

褐

7 土師器 鉢 (36) 破 片 緻 密 良好 明褐色 橙 色

灰釉陶器 EE 6動 (42) 底部 1/2 緻密 良好 灰白色 灰自色 底部回転糸切り未調整

I 土師器 杯 1025 375
回～体部 1/

2・ 底部完存

緻密

赤色粒子
良好 橙 色 橙 色 底部全面ヘラケズリ

2 土師器 杯 1175 465 425 ほば完存
緻密

赤色粒子
良好 橙 色

オリー

ブ黒色
底言Б全面ヘラケズリ

3 土師器 杯 107 415 46
口～体部 4/
4・ 底部完存

緻密
。赤色粒子

軟質 橙色 橙 色 底部全面ヘラケズリ

4 土師器 杯 (118) (45) 425 1/3 緻密

赤色粒子
艮好 橙色

赤

色

明

褐
底部全面ヘラケス リ

5 須恵器 杯 (156) (48) 破 片 緻密 良好 灰色 灰色

土師器 杯 (137) (45)
口～体部の

1/3
緻密

赤色粒子
良好

黄

色

浅

橙
橙 色

7 土師器 餐 (745 底部完存 緻 密 良好 赤褐色 暗褐色 底部木葉痕

8 土師器 甕 (40) 破 片 緻 密 良好 暗褐色 黒褐色

1 土師器 杯 113 475
回～体部 4/
3・ 底部完存

緻密 やや軟
赤

色

明

褐
橙色

底部全面ヘラケズリ・口

縁部の一部に炭化物付着

2 土師器 甕 (80) 破 片 緻 密 良好
にぶい

赤褐色

赤

色

明

褐

] 須恵器 蓋 (16③ 1/4 緻密

白色粒子
やや軟 灰色 黄灰色

2 土師器 杯 525 56
国～体部3/
4・ 底部完存

緻密

赤色粒子
軟質 橙色 明赤褐

底部回転糸切り後外周

をヘラケズリ

3 土師器 杯 (105) (43) (57) 1/2 緻密
・赤色粒子

良好 橙色 橙 色
底部回転糸切り後外周

をヘラケズリ

4 土師器 杯 (110) 41 1//3
緻密

・赤色粒子
やや軟 橙色

明赤

褐色
底部全面ヘラケズリ

5 須恵器 高台付杯 底部完存
緻密

白色粒子
艮好 灰 色 青灰色 付高台

6 須恵器 高台付杯 底部完存
緻密

白色粒子
やや軟 灰褐色 黄灰色 付高台

7 土師器 甕 破 片 緻 密 良好 赤褐色 赤褐色

8 土師器 甕 (214) (80) 破片 やや粗 良好
にぶい

黄褐色

に交ミしヽ

褐色
ロクロ成形

9 土師器 甕 (76) 破 片 やや糧 良好
赤

色

明

褐

黄

色

明

褐
回クロ成形

48 山梨県 南アルプス市教育委員会
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遺構名 番号 種別 維

計測値 (cぃ )

残存率 胎土 焼成

色調

整形/その他
目径

(長さ)

離
蠅

器高

(厚さ)

外側 内側

須恵器 甕 (160) 破片 緻密 良好
灰

色

暗

黄
灰色 外面全面に自然釉

11 須恵器 甕 (196) 破片 緻 密 良 好
灰オリ

ーブ色
灰色 外面全面に自然釉

須恵器 里 破片 緻密 良好
灰オリ

ーブ色
灰色 凸帯

1 土師器 杯 (120 44
体下半から底

部完存・回縁

部の一部遺存

緻密

赤色粒子
良 好

にぶい

黄橙色
灰 色 底部全面ヘラケズリ

2 土師器 杯 1225
口～体の2/
3・ 底部完存

緻密
・赤色粒子

良好 橙色 橙色 底部全面ヘラケズリ

3 土師器 杯 (13乃 (44) 破 片
緻密

,赤色粒子
良好 橙色 橙色

S116 4 土師器 杯 525 46
国縁部の

1/2欠
緻密

・赤色粒子
良好

にぶい

黄橙色
橙色 底部全面ヘラケズリ

5 土師器 杯 (134) 4 破 片
緻密

。赤色粒子
良好

黄

色

浅

橙

にぶい

黄橙色
底部仝面ヘラケズリ

6 土師器 杯 (157) (37)
口～体部の

1/3
緻密

・赤色粒子
良好 橙色

黄

色

浅

橙

″０ ア 土師器 杯 (136) (40)
口～体部の

1/4
緻密

。赤色粒子
良好 橙色 橙色

土師器 llll (120 1/3 緻密
・赤色粒子

良好 橙色 橙色 底部全面ヘラケズリ

S116 土師器 Elll 完存
緻密

・赤色粒子
良好 橙色

にぶい

赤褐色

底部 回転糸切 り後一部をヘ

ラケズ リ・内面に炭化物付

着

土師器 皿 (124) 4//3
緻密

赤色粒子
良好 橙色 橙色

口縁部全周にカーボン

吸着

11 土師器 ]]全ε (162) (43) 破片 緻密 良好 褐灰色 黒褐色

12 土師器 ]】 会ε 23働 (78)
口縁部の

1/3 やや粗 良 j17 赤掲色 褐色

灰釉陶器 霊 (116) (32) 破片 緻 密 軟質 白色 淡黄色

土師器 甕 (282) (171)
口～体部の

1/4 緻 密 良好
赤

色

明

褐
赤褐色

鉄製品 鏃 135 13 ほぼ完存

1 土師器 皿 24 2//3
緻密

・赤色粒子
良好 橙色 橙色 底部全面ヘラケズリ

SK02 2 土師器 llll 1275 265 1/2 緻 密 良好 橙色 橙色
底部全面ヘラケズリ・回縁

部全周にカーボン吸着

3 灰釉陶器 碗 (160) 破片 緻密 良好 灰白色
灰オリ

ーブ色

4 土器 端羽口 (40) 破 片 やや粗 良好 灰色 橙色

1 土師器 杯 (118)
回縁部の

1/3
緻密

・赤色粒子
良好 橙色 橙色 内面に炭化物付着

第 7表 遺物観察表 (6)
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SK03 1 土師器 杯 (118) 似〕
口縁部の

1/3
緻密

。赤色粒子
良好 橙色 橙色 内面に炭化物付着

SK03 2 土師器 皿 (12動 144) 225 1/3 緻密

赤色粒子
良好

黄

色

浅

橙
橙色 底部全面ヘラケズリ

SK03 3 土師器 皿 (118)

口縁部 1/
3・ 体部下半

から底部完存

緻密
。赤色粒子

良好 橙色 褐色 底部回転ヘラケズリ

4 土師器 皿 (136) (48) 1/3 緻密

赤色粒子
良好

にぶい

褐色
灰褐色 底部全面ヘラケズリ

SK03 5 土師器 皿 (130 6⑥ 1/2 緻密
・赤色粒子

良好
黄

色

明

褐
橙色 底部全面ヘラケズリ

5K03 6 土師器 甕 (260) 破 片 緻 密 良好 赤褐色
にぶい

赤褐色

フ 土師器 甕 (100 (79) 底部 1/2 緻密 良好
にぶい

赤褐色

にぶい

褐色
底部木葉痕

SK04 1 土師器 杯 (122) 48
口～体部 1/
3・ 底部完存

やや粗
。赤色粒子

良好 橙色
にぶい

褐色
底部全面ヘラケズリ

SK04 2 土師器 皿 (130) (40)
口～体部の

1/3
緻密

・赤色粒子
良好 橙色

赤

色

明

褐

5K04 3 須恵器 甕 145) 破 片
やや粗

・黒色粒子
良好

オリー

ブ黄色
灰色 底部未調整

SK04 4 土師器 甕 破片 緻密 良好 灰褐色
にぶい

褐色

SK04 5 土師器 甕 (43) 破片 緻密 良好
赤

色

明

褐
明赤

褐色

SK04 6 鉄製品 不 明 40 ほぼ完存

SK05 1 土師器 杯 G⑥ 破片
緻密

。赤色粒子
良好 橙色 橙色

SK05 2 土師器 杯 (14) 破片
緻密

・赤色粒子
良好

浅黄

橙色

黄

色

浅

橙

SK06 1 鉄滓 完存

50 山梨県 南アルプス市教育委員会
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第 4章 総 括

今回の調査は、その調査原因が農道建設に伴うこ

とから 6.0～ 10,5mと いう狭小な幅に限定された

調査であったにもかかわらず、先に示したとおり平

安時代の竪穴住居址 16軒、清 5条、土坑 19基 といっ

た数多くの遺構および該期の遺物を検出するに至っ

た。遺跡の分布は、 5区に分けた調査区の内、北寄

りに位置する 4区に集中して発見されており、ここ

では遺構の多くに切 り合い関係が認められ、遺構の

分布が局所的にではあるが濃密であったことがうか

がえた。

山梨県において、平安時代の上器の段階区分や年

代観は、 1980年代以降、検討が繰 り返され精緻さ

を加えているが、今回の調査において検出された遺

構のうち、その時期をある程度明らかにし得る遺物

を得た遺構の変遷を、南アルプス市に隣接する韮

崎市の宮ノ前遺跡の上器編年観 (櫛原 1992)をも

とに示せば、 9世紀前半から半ば頃の遺構として、

S114・ S115。  9世糸己ん総±粋イくとこS102・ S106・ S108・

S113・ SK03・ SK05。 10世紀前半から半ば頃とし

て S103・ S104・ S105。 S107・ S109・ S110・ S111・

S112・ S116・ SK02・ SK04。 10世紀後半代 として

SЮ lを挙げることができる。

なお、今回の調査では、遺構覆土はもちろん包含

層おいても、検出された遺構群の時期を遡る遺物や、

検出された遺構の時期以降の時代の遺物は全 く検出

されなかった。したがって、今回の調査地点におい

ては、 9世紀前半から半ば頃に突如として集落の展

開がはじまり、10世紀前半から半ば頃に最も盛行

し、10世紀後半代には急速に衰えていったことが

看取される。

本調査地点の西側に位置し、南北 840mにわたっ

て遺構の検出が見られた本遺跡の甲西バイパス地点

(県名称 :百々遺跡)に おいては、その調査の結果

から 10世紀前半頃の水害によりその南半が放棄さ

れ、これ以後その部分に集落が展開しないことが明

らかにされており、遺跡領域の南半に位置する今回

の調査地点の様相も、これと機を―にした事象と捉

えられる可能性があるが、一方で 10世紀後半の集落の

縮小傾向は、汎甲斐国的に見られる現象でもあり検

討を要す。

また、集落の萌芽がみられる9世紀の中頃は、八ケ

岳南麓地域をはじめとして、汎甲斐国的に集落の飛

躍的増加 (=開拓志向)がみられる時期として指摘

されている (萩原 1986・ 保坂 1997)。 御勅使川扇

状地の他の地域においても、扇端の湧水線に沿って

連綿と続いてきた遺跡から、新たなフロンティアと

しての扇央地域への開拓志向が一気に高まる時期で

あり (田 中 2002・ 保坂 1990)、 本調査地点の集落

の成因を考える上でも考慮したい。

◆

前記のとおり、今回調査対象とした範囲において、

検出された遺構の分布は均―ではなく、特に人間生

活の拠点となる住居址については、調査区北半にそ

の分布が限られ、遺構分布に偏 りがあることが明ら

かとなった (第 53図 )。

ところで、今回調査の原因と/d― った、畑地帯総合

整備事業白根地区の農道 1号線は、南アルプス市在

家塚から上八田まで、御勅使川扇状地上を南北に貫

く新設の農道である。

南アルプス市教育委員会では、その建設に先立ち、

平成 17年度から、建設事業の進捗に伴い断統的に

埋蔵文化財の有無を確認する試掘調査を実施してき

た。農道建設に伴う調査範囲は、前記のとおり極め

て限定的な幅に限られる反面、長い延長を調査する

ため、平成 17年度から断続的に実施されてきたこ

の試掘確認調査によって、御勅使川扇状地扇央部を

切り開く長大な トレンチが入れられたという見方も

でき、当該地域における遺跡の分布を探る上で重要

なデータが蓄積された。

実施してきた試掘調査では、御勅使川南流路推定

範囲の左岸側においては、これまで古代の遺跡が発

見されていないことから、その有無確認を、御勅使

川南流路の両岸では古代の護岸、治水関連遺構など

の検出を念頭に調査を実施してきたが、遺構 。遺物

とも検出にいたらず、遺跡の成立を阻む御勅使川南

流路の右岸側への影響を強 く看取する結果 となつ

た。

一方御勅使川南流路右岸側においては、百々・上

百 ・々上八日遺跡 51



繭

!とを4

ュ
|!■ 主!=

・ 「・‐
i・
‐・.

'「

｀
F・…i

■|‐垂:

■ 、

暫硼訓 =●

八田遺跡の甲西バイパス地点において、南北 840

mにわたり、非常に大規模に遠構が検出されている

状況に鑑み、今回の農道計画地内においても、全域

で途切れなく遺構の検出を見るものと推察された。

しかし、これに反して結果は、今回調査を実施し

た範囲内においても遺構の分布は濃密だが局所的で

あり、平成 20年度に計画範囲北端部分で実施した

試掘調査によって、今回発掘調査を実施した範囲以

北に遺跡の領域が広がらず、少なくとも北側約 90

m以上は遺跡が分布しないことも明らかとなった。

したがって、今回の調査では、上八田領域内のひ

とつの古代集落単位の南北の規模が確認されるとと

もに、集落が古代に御勅使川の本流であつた御勅使

川南流路の河岸に沿って帯状に展開していた可能性

が明らかとなったことに加え、本調査地点が、遺跡

52 山梨県 南アルプス市教育委員会
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の性格として、マクロに見ればこの領域の古代集落

の一角としてみることができるものの、領域として

は、甲西バイパス地点の調査成果が予想させる広汎

な遺跡領域の一部に含まれるものではなく、空閑地

を挟み領域を異にすることが明らかとなった (第

54図 )。

この領域から広範に発見される該期の遺構が、し

かしこのようにこの領域全域にその分布があるわけ

ではないことが近年の小規模な調査の蓄積によって

明らかになりつつある。今後とも、このような調査

の積み重ねによって、古代の人々のこの領域におけ

る生活空間のとりかたの様子がより鮮明に浮かび上

がってくることが期待される。遺跡のひろがりと共

に、遺構の存在しない空閑地を明らかにすることは、

古代の環―境や、ひいては遺跡集落を支えた生業のあ

第 53図 発見された遺構の分布



り方などを考えるヒントともなろう。

◆

今回の調査地点の占地する、南アルプス市上八田

において、平安時代の遺構確認面の土質は粘土質で

あることから、古代上八田は早魃地帯ではなく、そ

の後の水害による砂礫の堆積により、早魃地帯 と

なったという見方もあるが、御勅使川扇状地扇央で

は、近世～近代を通じて、濯漑問題 (そ もそもいか

にして、ここまで引水してくるか)を解決できなかっ

た。御勅使川扇状地では、たとえ水田耕作が可能な

土壌であっても、近世の用水開削をまたなければ、

一定規模の水田開発が不可能であったし、また近世

を通 じて扇状地上の全域への灌漑 というソリュー

ションは見つけられず、その抜本的な解決は戦後ス

プリンクラー網の敷設を待たなければ /A‐ らなかっ

た。

たとえ、近くに川があつても、御勅使川からは安

定して水を得ることはできない。近代の用水堰もそ

こからの取水を避けているとおり
※
、ナ|1幅 は広 くと

も扇状地河川である御勅使川は、水田等の濯漑に用

いるような安定 した水量を計算できる河川ではな

い。したがって古代、本調査区が南面する御勅使川

南流路に本流があっても、そこからこの地域を豊か

/d‐水田景額に転化するだけの安定した水量はやはり

望めなかったものと推察される。

しかし、甲西バイパス地点や今回の調査区を含む

平安時代の大規模遺跡「百々・上八田遺跡」は維持

された。

ところで、近世の上八田村は一人あたりの生産石

高が、0.5石以下と、巨麻郡西郡筋で一人当たりの

石高が最も低い村のひとつであり、水田皆無の畑作

村でありながら、村落の規模は他の西郡諸村と比し

て決して河ヽさくなかったことが知られている。水田

村落にくらべて、土地生産性が低く、村落の存立基

盤が決して充分とはいえないにもかかわらず、大規

模な村落が立地し、しかも近世後半にかなりの戸口

の増加が認められた。

近世を通じこの早魃地域を支えたのは農業ではな

く実は、活発な商業活動であったことが近年明らか

にされているが (溝口 2002)、 近世 と環境の変わ

らない古代御勅使川扇状地における大規模な集落経

営についても、やはり農業以外の生業を想定したい。

甲西バイパス地点において大規模な集落跡から、

100頭を越すと推定される牛馬骨が発見されたこ

とをはじめ、この地域に遅 くとも中世には「八田牧」

と呼称された「牧」が設けられていたことが知られ

ることに鑑みれば、やはり当該地域における主要な

生業として「牧」という存在を想起せざるを得ない。

このような立地下で古代大規模な集落が維持され

た。このことは逆に、古代の「牧」が、これだけの

集落を支え得る装置であったことを暗示する。

◆

前記のとおり、 9世紀中頃に始まる遺跡分布のイ

ンフレーション (=開拓志向)は、八ケ岳南麓をは

じめとして汎甲斐国的にとらえ得る事象ということ

ができる。その中で、御勅使川南流路と前御勅使川

に挟まれたこの領域における 9世紀の開発志向の現

れ方が「八田牧」への萌芽であり、今回検出された

集落址は 9世紀中頃以降の遺跡の拡大過程で、域内

に派生した集落と総括 したい。

※ 江戸時代前期寛文 10年

新田を拓いた疎水「徳島堰J

の下を暗渠によってパスし、

(1670)開削され、御勅使)1扇状地に多くの

も、御勅使川からの引水を避け、御勅使川

その北側の釜無川から引水する。

第 54図 想定される遺跡のひろがり
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ふ  り  が  な どうどう。うえはつたいせき

所 収 遺 跡 百々 。上八田遺跡

ふ  り  が  な やまなしけんみなみあるぷすしうえはつたちない

所 在 地 山梨県南アルプス市上八田地内

コ ー ド
市町村 19208

遺  跡 SN-3

1/25000地 図 名 小笠原

位  置

封ヒ    糸睾 】ヒ緯  35° 39′ 08″ (Japanese Geodetic Datum2000)

東  経 東経  138° 28′ 46〃 (」apanese Geodedc Datum2000)

標 同 324 rn

調 査 期 間 20100802～ 20100904/20101018～ 20101224

調 査 面 積 1360晒

調 査 原 因 農道建設

種
ロ
ガ 集落址

主 な 時 代 平安時代

主 な 遺 構 竪穴住居址 16軒 土坑 19基 溝 5条

主 な 遺 物 土師器 須恵器 灰釉陶器 鉄製品 (紡錘車 。鏃・刀子等)

特  記  事  項
御勅使川扇状地上に占地 した平安時代の集落址。古代、御勅使川の流路であつ

た所謂御勅使川南流路に沿つて遺構が分布することが明らかになつた。
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